
相談者を理解するということ

～ＤＶ被害が及ぼす心理的な影響～

主催 名古屋市男⼥平等参画推進室

ＤＶや性暴⼒などの被害による精神的なダメージはとても⼤きなものです。
今、⽀援者の⽬の前にいる相談者には何が起こっているのでしょう。トラウマや
ＰＴＳＤ、解離の症状などについて理解することで、よりよい⽀援につなげたい
と思います。⽀援の現場を持つ相談員を対象にスキルアップ研修会を実施いたし
ます。この機会にぜひご参加下さい。

○講師紹介○
ＮＰＯ法人レジリエンス代表、米国法学博士、社会福祉学修士。

暴力被害にあった経験をきっかけに、トラウマの影響、被害者支援等について学び、米国の大学
院にて法学博士号、ソーシャルワーク(社会福祉学)修士号を取得。

2003年、日本で「レジリエンス」を結成、暴力の影響を理解しトラウマに対応する方法を学ぶため

の「こころのcare講座」をスタート。当事者としての視点と支援者としての経験を踏まえ、毎年、DV
や性暴力被害、トラウマの影響、解離、被害者支援に求められることなどをテーマに、全国各地で
多数の講演を行う。
主な著書に、「性暴力その後を生きる」、「マイ・レジリエンス トラウマとともに生きる」、共著に「傷
ついたあなたへ＜１＞、＜２＞」、共訳に「DV・虐待加害者の実体を知る」（L.バンクロフト著）、など。

【申込・問合せ先】名古屋市男⼥平等参画推進室

電話 (052)972-2234 ファックス (052)972-4112
Eメール a2233@somu.city.nagoya.lg.jp

このチラシは古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

申込

【対象】 50 ⼈（相談員、相談窓⼝担当者、⽀援者など）
【費⽤】 無料
【申込】 「⽀援者スキルアップ研修会 参加希望」と件名に明記の上、①⽒名（所属）

②住所③電話番号を記⼊して、ファックスかEメールで下記へ。先着順

平成30年度DV被害支援者スキルアップ研修会

中島幸⼦さん

日時

場所

講師

内容

名古屋市男⼥平等参画推進センター 視聴覚室（２階）
（イーブルなごや）

暴⼒による⽀配 トラウマと記憶 PTSDとは 解離を理解する
⽀援者に必要な視点

平成31年2月13日（水）14:00～17:00

（NPO法⼈ レジリエンス代表）

～性別に関わりなく個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」をめざして～



支援者スキルアップ研修会 （平成31年2月13日［水曜日］）

FAX申込書

名古屋市男⼥平等参画推進室 ⾏
FAX (052)972-4112

参加者⽒名

所 属

所属名

住所

電話番号

名古屋市男女平等参画推進センター（イーブルなごや）のご案内

名古屋市男女平等参画推進センター（イーブルなごや）

名古屋市中区大井町7‐25
TEL052‐331‐5288 HP http://e‐able‐nagoya.jp/

開館時間 9:00‐21:00
（日曜日は17:00まで）

休館日 第3木曜日、年末年始等

交通のご案内
●地下鉄 名城線「東別院」下車1番出口から東
へ徒歩3分
●市バス 昭和巡回系統「大井町」バス停前
※ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。


